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「
上
善
如
水
」  

水
の
よ
う
に
生
き
た
い 

  

四
千
年
と
い
う
悠
久
の
歴
史
の
上
に
た
た
ず
む
中
国
。
黄

河
文
明
を
発
祥
さ
せ
た
雄
大
な
自
然
の
中
で
今
も
文
化
を

は
ぐ
く
み
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
の
経
済
成
長
は
、

古
来
中
国
の
人
々
の
底
流
に
流
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
た

く
ま
し
い
精
神
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
中
国
人
た
ち
の

考
え
の
中
か
ら
中
国
人
た
ち
の
考
え
の
発
想
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

老
子
と
荘
子
の
〝
老
荘
思
想
〟
と
い
わ
れ
る
道
教
は
、
孔

子
の
儒
教
、
仏
教
と
並
ぶ
伝
統
的
な
中
国
の
三
大
思
想
の
ひ

と
つ
。
庶
民
的
で
現
実
的
な
教
え
で
あ
り
、
今
も
民
間
宗
教

と
し
て
多
く
の
人
々
に
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
礼
や
お
み

く
じ
は
道
教
に
由
来
し
、
仏
教
で
行
な
わ
れ
る
『
盂
蘭
盆
経
』

の
お
施
餓
鬼
も
ル
ー
ツ
は
同
じ
で
す
。 

 

日
本
酒
を
愉
し
ん
で
い
た
時
、
一
升
瓶
の
ラ
ベ
ル
に
謳
わ

れ
た｢

上
善
水
如｣

と
い
う
言
葉
に
目
が
止
ま
り
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
、
美
味
し
い
お
酒
を
た
と
え
た
上
善
水
如
は
道
教

の
教
え
だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

人
生
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
け
れ
ど
、
水
の
如
く
生
き
れ
ば
争

い
ご
と
も
な
く
生
き
ら
れ
る
…
…
。
人
間
同
士
で
争
う
な
ん

て
馬
鹿
馬
鹿
し
い
か
ら
や
め
よ
う
….

。
人
生
と
は
次
々
と 

 

起
き
る
日
々
の
現
実
に
左
右
さ
れ
、
他
人
と
争
う
こ
と
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
争
わ
な
い
の
が
道
教
の
基
本
理
念
。 

 

水
は
固
体
、
液
体
、
気
体
と
、
周
囲
の
環
境
に
よ
っ
て
変

幻
自
在
に
そ
の
姿
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。｢

水
の
よ

う
に
生
き
た
い｣

と
い
う
道
教
の
教
え
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
中
に
も
筋
が
通
っ
て
い
る
…
…
、
壮
大
な
黄
河
が
流
れ
る

中
国
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
教
え
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

 

と
も
あ
れ
、
い
か
な
る
時
も
水
の
よ
う
に
生
き
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
流
れ
る
水
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
人
生
を

送
り
た
い
も
の
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

住
職
著
書
「
和
尚
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
よ
り 

       

 
 

夏  号 

門池から望む世界遺産となった富士山 

お寺の裏に公園が 

できました！ 
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【
檀
信
徒
行
事
予
定
】 

 

七
月 

○
道
了
講 

 

2
日 

〇
清
水
家
御
法
事 

 

6
日 

〇
柴
原
家
御
法
事 

 
 

○
新
盆
供
養
会
（
含
水
子
） 

7
日 

 

○
鈴
木
家
御
法
事 

 

9
日 

○
お
盆
棚
経 

 
12
～
15
日 

○
地
蔵
講 

 
16
日 

○
勝
野
家
御
法
事 

 

19
日 

○
野
口
家
御
法
事 

 

20
日 

○
髙
橋
家
御
法
事 

 
 

○
諏
訪
部
家
御
法
事 

21
日 

○
大
羽
家
御
法
事 

 
 

○
天
野
家
御
法
事 

 

27
日 

八
月 

○
近
藤
家
御
法
事 

 

4
日 

○
道
了
講 

 

6
日 

○
村
松
家
御
法
事 

 

11
日 

 

○
塩
崎
家
御
法
事 

 
 

○
お
盆
棚
経 

 

13
～
15
日 

○
菅
原
家
御
法
事 

 

18
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席
（
百
回
） 

18
日 

17
時
開
演 

○
三
明
寺
檀
徒
総
会 

25
日 

14
時
30
分 

○
酒
か
す
地
蔵
菩
薩
大
祭 

25
日 

15
時 

 

【
住
職･

寺
族
行
持
予
定
】 

七
月 

○
保
護
司
会(

社
明
運
動) 

4
日 

○
沼
津
市
仏
教
会(

無
縁
仏) 

6
日 

○
霊
山
寺
施
食
会 

 

15
日 

○
興
福
寺
施
食
会 

 

16
日 

○
狩
野
川
灯
篭
流
し 

26
日 

  

八
月 

○
桃
源
院
施
食
会 

 

2
日 

○
龍
音
寺
施
食
会 

 
 

○
慈
雲
院
施
食
会 

 
 

○
興
隆
寺
施
食
会 

 

5
日 

○
大
通
寺
施
食
会 

 

7
日 

○
藤
泉
院
施
食
会 

 

11
日 

  

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
行
事
予
定
】 

 

○
土
曜
日
坐
禅
と
写
経 

 

6
時 

○
日
曜
日
坐
禅
と
法
話 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

 

8
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

 

22
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一･

第
三
火
曜 

10
時
30
分 

                 

【
お
知
ら
せ
】 

 □
施
食
会
・
酒
か
す
地
蔵
菩
薩
大
祭 

｜
塔
婆
供
養
・
万
燈
供
養
の
お
す
す
め
｜ 

 

お
地
蔵
様
は
六
道
（
地
獄･

餓
鬼･

畜
生･

修
羅･

人
間･

天

上
）
を
お
救
い
く
だ
さ
る
仏
様
で
す
。
平
和
を
祈
る
八
月
、

ご
先
祖
様
の
供
養
と
共
に
万
灯
を
お
供
え
致
し
ま
し
ょ

う
。 

 
 

 

□
三
明
寺
じ
ぞ
う
寄
席
百
回
記
念 

平
成
元
年
よ
り
四
季
に
開
催
し
て
い
た
じ
ぞ
う
寄
席
が

百
回
を
迎
え
ま
す
。
八
月
十
八
日(

日)

三
遊
亭
鳳
楽
師
匠 

 □
共
同
墓
に
永
代
供
養
す
る
人
が
多
い
時
代 

三
明
寺
で
永
代
供
養
を
は
じ
め
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

特
に
こ
こ
数
年
、
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
残
さ
れ
た
人
達
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
生
前
よ
り
お
申
込
み
の
方
も
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

□
写
経
会
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

写
経
会
は
月
一
回
開
催 

最
終
の
月
曜
日
の
予
定
で
す
。 

七
月
は
二
十
二
日
午
前
九
時
半
よ
り 

先
生
は
山
本
芙
美
子
先
生
で
す
。 

参
加
料
は
千
円 

 

□
梅
花
流
御
詠
歌
へ
の
お
す
す
め 

寺
族
指
導
に
よ
る
詠
讃
歌
を
唱
え
る
お
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
健
康
に
も
良
い
と
思
い
ま
す
。 

男
性
も
大
歓
迎
で
す
。 

  

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日 

第
四
十
七
号

発

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

大
嶽
山 

三
明
寺

編

集 
 

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 
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三明寺に咲いた蓮の花 
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ポツﾝと置き去りの東禅寺本堂ここで住職、奥様が亡くなられました 

全国梅花宮城奉詠大会（5/29） 

東日本大震災の被災地巡拝（5/28） 

本堂周辺はそのままの状態 皆で般若心経を誦みました 

津波により廃校となった小学校 被災地でご詠歌を奉詠する 

掲示板のみが残りました 
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春彼岸供養会（3/20） 

 

 

保護司会のお花見会（3/30） 第99回じぞう寄席の三遊亭大楽師匠（5/26） 

大岡地区戦没者慰霊祭（4/30） 恒春院さま梅花観音参拝（4/5） 

寺族による西国三十三観音霊場巡り（3/25～28） 春彼岸供養会の二胡演奏（3/20） 

大本山總持寺上山時の長男泰明（3/18） 

三  明  寺  歳  時  記 


